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上田地域広域連合議会10月定例会�P2 
情報公開制度について�P4 
合併について�P6 
平成12年度決算報告�P7 
さあ、イベントへ出かけよう!!�P8

▼ 

上
田
市 

▼ 

丸
子
町 

▼ 

長
門
町 

▼ 

東
部
町 

▼ 

真
田
町 

▼ 

武
石
村 

▼ 

和
田
村 

▼ 

青
木
村 

▼ 

坂
城
町 

▼ 

依
田
窪
医
療
福
祉
事
務
組
合 

参加したカルロスジェンマリ君（12）
とダシルバロドリゴマックス君（9）
の兄弟。（上田市中之条居住）   
「サッカ－や卓球ができて楽しかっ
た。来年も参加したい」と話して
くれました。 

10月28日（日）上田市にある市
民の森において「国際交流フェ
スティバル in 上田」が行われま
した。20カ国320人の皆さんが
スポ－ツ交流などを通じて楽し
い1日を過ごしました。 
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和
田
村
及
び
青
木
村
に
お
け
る
、
議

会
議
員
選
挙
に
伴
い
、
選
出
議
員
の
交

替
が
あ
り
ま
し
た
。
 

　
ま
た
、
上
田
市
及
び
坂
城
町
に
お
い

て
は
、
議
会
の
申
し
合
わ
せ
に
よ
り
選

出
議
員
の
交
替
が
あ
り
ま
し
た
。
 

　
こ
れ
を
受
け
、
平
成
１３
年
5
月
広
域

連
合
議
会
臨
時
会
に
お
い
て
、
新
た
に

議
長
及
び
副
議
長
が
選
挙
さ
れ
、
ま
た
、

各
常
任
委
員
会
の
構
成
も
替
わ
り
ま
し
た
。
 

　
平
成
１３
年
１０
月
上
田
地
域
広
域
連
合
議
会
定
例
会
が
１０
月
２４
日
招
集
さ

れ
、
１０
月
２６
日
ま
で
の
3
日
間
の
会
期
で
開
か
れ
ま
し
た
。
 

　
今
定
例
会
は
、
広
域
連
合
議
会
委
員
会
条
例
の
一
部
改
正
、
広
域
連
合
の

平
成
１２
年
度
決
算
認
定
、
平
成
１３
年
度
5
つ
の
特
別
会
計
補
正
予
算
、
合
計

１７
件
の
議
案
が
提
出
さ
れ
ま
し
た
。
 

　
ま
た
、
ふ
る
さ
と
市
町
村
圏
基
金
の
一
部
を
、
自
主
再
建
を
断
念
し
た
大

手
ス
ー
パ
ー
�
マ
イ
カ
ル
の
社
債
を
購
入
し
、
運
用
し
て
い
た
問
題
に
つ
い

て
、
「
ふ
る
さ
と
市
町
村
圏
基
金
調
査
特
別
委
員
会
」
が
議
会
の
議
決
に
よ

り
設
置
さ
れ
、
同
時
に
委
員
１４
人
が
選
任
さ
れ
ま
し
た
。
 

　
な
お
、
広
域
連
合
議
会
の
詳
し
い
内
容
に
つ
い
て
は
次
の
と
お
り
で
す
。
 

　
特
別
委
員
会
の
設
置
と
特
別
委
員
会
委
員

の
選
任
及
び
辞
職
に
つ
い
て
の
規
定
を
追
加

し
ま
し
た
。
 

 
 

　
 

 　
一
般
会
計
及
び 
１０
特
別
会
計
か
ら
な
る
平

成
１２
年
度
上
田
地
域
広
域
連
合
決
算
認
定
に

つ
い
て
、
所
管
の
総
務
常
任
委
員
会
及
び
保

健
福
祉
常
任
委
員
会
に
そ
れ
ぞ
れ
付
託
さ
れ

審
議
さ
れ
、
す
べ
て
の
決
算
に
つ
い
て
原
案

の
と
お
り
認
定
さ
れ
ま
し
た
。（
ふ
る
さ
と
市

町
村
圏
基
金
特
別
会
計
決
算
認
定
に
つ
い
て

は
、
無
記
名
投
票
採
決
を
行
っ
た
結
果
、
原

案
に
対
す
る
賛
成
多
数
に
よ
り
認
定
さ
れ
ま

し
た
。） 

　
な
お
、
決
算
状
況
に
つ
い
て
は
７
ペ
ー
ジ

に
掲
載
し
て
あ
り
ま
す
の
で
ご
覧
く
だ
さ
い
。 

 
 

  　
消
防
・
陽
寿
荘
・
徳
寿
荘
・
ク
リ
ー
ン
セ

ン
タ
ー
・
斎
場
そ
れ
ぞ
れ
５
つ
の
特
別
会
計

補
正
予
算
が
原
案
の
と
お
り
可
決
さ
れ
ま
し

た
。
 

　
上
田
地
域
広
域
連
合
議
会
委
員
会

　
上
田
地
域
広
域
連
合
議
会
委
員
会
 

　
　
　
　
条
例
の
一
部
改
正
に
つ
い
て

　
　
　
　
条
例
の
一
部
改
正
に
つ
い
て
 

　
平
成
平
成
１２
年
度
決
算
認
定
に
つ
い
て

年
度
決
算
認
定
に
つ
い
て
 

　
平
成
平
成
１３
年
度
補
正
予
算
に
つ
い
て

年
度
補
正
予
算
に
つ
い
て
 

（
敬
称
略
）
 

  
議
　
　
長
　
倉
沢
　
俊
平
（
上
田
市
）
 

 
副
議
長
　
大
平
袈
裟
三
（
武
石
村
）
 

 
 

◆
議
会
代
表
者
会
◆
 

 
座
　
　
長
　
茅
野
　
光
昭
（
上
田
市
）
 

 
　
　
　
　
　
成
沢
　
捨
也
（
上
田
市
）
 

 
　
　
　
　
　
川
上
　
　
清
（
上
田
市
）
 

 
　
　
　
　
　
矢
沢
　
一
豊
（
丸
子
町
）
 

 
　
　
　
　
　
森
田
　
繁
良
（
長
門
町
）
 

 
　
　
　
　
　
土
屋
　
静
一
（
東
部
町
）
 

 
　
　
　
　
　
佐
藤
　
公
至
（
真
田
町
）
 

 
　
　
　
　
　
大
平
袈
裟
三
（
武
石
村
）
 

 
　
　
　
　
　
小
川
　
純
夫
（
和
田
村
）
 

上田地域広域連合 議会議員が 替わりました。 

上田地域広域連合 議会議員が 替わりました。 
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地
方
自
治
法
抜
粋
 

〈
検
査
及
び
監
査
の
請
求
〉
 

  
第
９８
条
　
普
通
地
方
公
共
団
体
の

議
会
は
、
当
該
普
通
地
方
公
共
団
体

の
事
務（
中
略
）に
関
す
る
書
類
及
び

計
算
書
を
検
閲
し
、
当
該
普
通
地
方

公
共
団
体
の
長
、（
中
略
）監
査
委
員
そ

の
他
法
律
に
基
づ
く
委
員
会
又
は
委

員
の
報
告
を
請
求
し
て
、
こ
れ
ら
の

事
務
の
管
理
、
議
決
の
執
行
及
び
出

納
を
検
査
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
 

委
員
長
 茅
野
　
光
昭
（
上
田
市
）
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

副
委
員
長
　
福
島
　
利
郎
（
東
部
町
）
 

委
　
　
員
 
山
浦
　
能
人
（
上
田
市
）
 

 

手
塚
　
克
巳
（
上
田
市
）

　
　
　
　
　
南
雲
　
典
子
（
上
田
市
）

　
　
　
　
　
高
遠
　
和
秋
（
上
田
市
）
 

 

久
保
田
由
夫
（
丸
子
町
）
 

 

矢
沢
　
一
豊
（
丸
子
町
）
 

 

森
田
　
繁
良
（
長
門
町
）
 
 

 

吉
沢
　
　
武
（
東
部
町
）
 

 

坂
口
　
良
平
（
真
田
町
）
 

 

大
平
袈
裟
三
（
武
石
村
）
 

 

内
田
　
和
典
（
和
田
村
）
 

 

沓
掛
　
英
男
（
青
木
村
）
 

�
マ
イ
カ
ル
社
債
購
入
に
つ
い
て
 

●上田地域広域連合ホームページアドレス● 
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上
田
地
域
広
域
連
合
議
会
で
は
、
�

マ
イ
カ
ル
社
債
購
入
の
問
題
に
つ
い
て
「
ふ

る
さ
と
市
町
村
圏
基
金
調
査
特
別
委
員
会
」

を
設
置
し
、
詳
細
に
つ
い
て
調
査
し
て

い
く
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
 

　
こ
こ
で
は
、
こ
れ
ま
で
の
議
会
に
お

け
る
協
議
経
過
に
つ
い
て
ご
報
告
し
ま
す
。
 

ふ
る
さ
と
市
町
村
圏
基
金
に
係
る

ふ
る
さ
と
市
町
村
圏
基
金
に
係
る
 

�
マ
イ
カ
ル
社
債
の
購
入
問
題
に

マ
イ
カ
ル
社
債
の
購
入
問
題
に
 

つ
い
て
の
議
会
協
議
経
過

つ
い
て
の
議
会
協
議
経
過
 

9
月
26
日
　
議
会
全
員
協
議
会
開
催
 

 
本
件
に
関
す
る
経
過
、
基
金
の
現

状
に
つ
い
て
協
議
。
議
会
代
表
者
会

で
協
議
し
て
い
く
こ
と
を
確
認
 

10
月
5
日
　
議
会
代
表
者
会
開
催
 

10
月
12
日
 
議
会
代
表
者
会
開
催
 

 
今
後
の
議
会
の
対
応
に
つ
い
て
協
議
 

10
月
26
日
 
議
会
本
会
議
開
催
 

 
ふ
る
さ
と
市
町
村
圏
基
金
調
査
特

別
委
員
会（
地
方
自
治
法
第
９８
条
第
１

項
の
規
定
に
基
づ
く
委
員
会
）設
置
を

決
定
 

10
月
26
日
 
議
会
全
員
協
議
会
開
催
 

　
平
尾
広
域
連
合
長
が
責
任
問
題
に

つ
い
て
の
方
向
性
を
示
す
。
 

 　
な
お
、
詳
し
い
経
過
な
ど
に
つ
い
て
は
、

上
田
地
域
広
域
連
合
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に

掲
載
し
て
あ
り
ま
す
の
で
ご
覧
く
だ
さ
い
。
 

 
　
　
　
　
　
上
原
　
一
二
（
青
木
村
）
 

 
　
　
　
　
　
柳
沢
　
昌
雄
（
坂
城
町
）
 

 
 

◆
総
務
委
員
会
◆
 

 
委
員
長
　
川
上
　
　
清
（
上
田
市
）
 

 
副
委
員
長
　
矢
沢
　
一
豊
（
丸
子
町
）
 

 
　
　
　
　
　
外
山
　
　
　
（
上
田
市
）
 

 
　
　
　
　
　
小
宮
山
　
仁
（
上
田
市
）
 

 
　
　
　
　
　
手
塚
　
克
巳
（
上
田
市
）
 

 
　
　
　
　
　
武
藤
　
　
弘
（
上
田
市
）
 

 
　
　
　
　
　
高
遠
　
和
秋
（
上
田
市
）
 

 
　
　
　
　
　
森
田
　
繁
良
（
長
門
町
）
 

 
　
　
　
　
　
吉
沢
　
　
武
（
東
部
町
）
 

 
　
　
　
　
　
福
島
　
利
郎
（
東
部
町
）
 

 
　
　
　
　
　
坂
口
　
良
平
（
真
田
町
）
 

 
　
　
　
　
　
大
平
袈
裟
三
（
武
石
村
）
 

 
　
　
　
　
　
小
川
　
純
夫
（
和
田
村
）
 

 
　
　
　
　
　
沓
掛
　
英
男
（
青
木
村
）
 

 
　
　
　
　
　
柳
澤
　
新
平
（
坂
城
町
）
 

 
 

◆
保
健
福
祉
委
員
会
◆
 

 
委
員
長
　
成
沢
　
捨
也
（
上
田
市
）
 

 
副
委
員
長
　
土
屋
　
静
一
（
東
部
町
）
 

 
　
　
　
　
　
宮
入
　
英
夫
（
上
田
市
）
 

 
　
　
　
　
　
山
浦
　
能
人
（
上
田
市
）
 

 
　
　
　
　
　
藤
原
　
信
一
（
上
田
市
）
 

 
　
　
　
　
　
茅
野
　
光
昭
（
上
田
市
）
 

 
　
　
　
　
　
南
雲
　
典
子
（
上
田
市
）
 

 
　
　
　
　
　
片
桐
　
　
久
（
丸
子
町
）
 

 
　
　
　
　
　
久
保
田
由
夫
（
丸
子
町
）
 

 
　
　
　
　
　
竹
之
内
健
次
（
長
門
町
）
 

 
　
　
　
　
　
佐
藤
　
公
至
（
真
田
町
）
 

 
　
　
　
　
　
近
藤
　
庄
平
（
武
石
村
）
 

 
　
　
　
　
　
内
田
　
和
典
（
和
田
村
）
 

 
　
　
　
　
　
上
原
　
一
二
（
青
木
村
）
 

 
　
　
　
　
　
柳
沢
　
昌
雄
（
坂
城
町
）
 

ふるさと市町村圏基金調査 
特別委員会委員名簿（委員14人） 

 

　
上
田
地
域
広
域
連
合
で
は
、
２０
億
円
を
ふ
る
さ
と
市
町
村
圏
基
金
と
し

て
銀
行
の
大
口
定
期
、
債
権
な
ど
を
中
心
に
運
用
し
、
こ
の
基
金
果
実
を

活
用
し
た
上
小
地
域
の
一
体
的
発
展
を
目
指
し
た
ソ
フ
ト
事
業
を
展
開
し

て
き
ま
し
た
。
平
成
１２
年
１
月
２８
日
に
は
、
大
手
ス
ー
パ
ー
�
マ
イ
カ
ル

社
債
を
2
億
円
購
入
し
、
更
な
る
基
金
果
実
の
充
実
に
努
め
て
き
ま
し

た
。
し
か
し
、
�
マ
イ
カ
ル
は
、
平
成
１３
年
9
月
１４
日
に
会
社
の
自
主
再

建
を
断
念
し
民
事
再
生
法
の
手
続
き
を
申
請
す
る
事
態
と
な
り
ま
し
た
。

こ
の
た
め
、
住
民
の
皆
様
に
大
変
な
心
配
を
お
か
け
し
て
お
り
、
深
く
お

詫
び
を
申
し
上
げ
ま
す
。
「
ふ
る
さ
と
市
町
村
圏
基
金
」
に
欠
損
が
生
じ

る
こ
と
は
確
実
と
見
込
ま
れ
、
今
後
も
関
係
市
町
村
及
び
関
係
機
関
と
協

議
し
な
が
ら
、
広
域
連
合
組
織
全
体
で
検
討
を
重
ね
、
早
期
に
対
応
、
方

針
を
決
め
て
い
く
と
と
も
に
、
再
発
防
止
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。
 

参
考
 



　
上
田
地
域
の
皆
さ
ん
に
、
広
域
行
政
に
対
す
る
理
解
と
信
頼
を
深
め
て
い

た
だ
き
、
広
域
行
政
へ
の
参
加
を
よ
り
推
進
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
た
「
情

報
公
開
条
例
」
「
個
人
情
報
保
護
条
例
」「
情
報
公
開
・
個
人
情
報
保
護
審

査
会
条
例
」
が
今
年
5
月
に
行
わ
れ
た
上
田
地
域
広
域
連
合
議
会
で
議
決
さ

れ
ま
し
た
。
こ
れ
に
基
づ
く
情
報
公
開
制
度
が
１０
月
か
ら
ス
タ
ー
ト
し
、
よ

り
開
か
れ
た
広
域
行
政
の
推
進
に
努
め
て
い
き
ま
す
。
 

平成13年 
10月1日から 

 　
皆
さ
ん
の
請
求
に
よ
り
、
上
田
地
域
広
域

連
合
が
持
っ
て
い
る
情
報
を
自
由
に
知
る
こ

と
が
で
き
る
よ
う
に
す
る
も
の
で
す
。
 

 
 

 　
皆
さ
ん
の
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
を
守
る
こ
と
を

目
的
と
し
、
上
田
地
域
広
域
連
合
が
持
っ
て

い
る
自
分
に
関
す
る
個
人
情
報
の
開
示
請
求

を
で
き
る
よ
う
に
す
る
も
の
で
す
。
 

 
 

 　
学
識
経
験
が
あ
る
も
の
で
構
成
さ
れ
る
第

三
者
機
関
で
す
。
 

　
請
求
の
対
象
と
な
っ
た
情
報
が
公
開
さ
れ

る
べ
き
情
報
か
ど
う
か
を
客
観
的
に
判
断
す

る
な
ど
、
情
報
公
開
・
個
人
情
報
保
護
条
例

を
正
し
く
運
用
し
、
条
例
の
目
的
を
達
成
す

る
た
め
に
設
置
し
ま
す
。
 

　
な
お
、
左
記
の
方
に
委
員
さ
ん
を
お
願
い

し
て
い
ま
す
。
 

公
開
の
請
求
は
、
誰
が
で
き
る
の
で

す
か
？
 

 情
報
の
公
開
に
つ
い
て
は
、
ど
な
た

で
も
請
求
で
き
ま
す
。
た
だ
し
、
個

人
情
報
の
開
示
に
つ
い
て
は
、
ご
本

人
の
み
が
請
求
で
き
ま
す
。
 

 
 

ど
の
よ
う
な
情
報
が
公
開
の
対
象
と

な
る
の
で
す
か
？
 

 上
田
地
域
広
域
連
合
が
管
理
し
て
い

る
情
報
（
文
書
、
図
面
、
写
真
な
ど
）

が
公
開
の
対
象
に
な
り
ま
す
。
 

 
 

個
人
情
報
と
は
何
で
す
か
？
 

 上
田
地
域
広
域
連
合
が
取
扱
う
個
人

に
関
す
る
情
報
で
す
。
そ
の
情
報
を

見
る
こ
と
に
よ
っ
て
誰
の
情
報
な
の

か
分
か
っ
て
し
ま
う
も
の
で
す
。
 

 
 

自
分
の
個
人
情
報
に
つ
い
て
は
、
ど

の
よ
う
な
こ
と
が
請
求
で
き
る
の
で

す
か
？
 

 自
分
の
個
人
情
報
に
つ
い
て
は
、
次

の
請
求
を
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
 

�
開
示
の
請
求
 

　
上
田
地
域
広
域
連
合
が
取
扱
っ
て

い
る
自
分
の
情
報
の
開
示
を
請
求
す

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
 

�
訂
正
の
請
求
 

　
自
分
の
情
報
が
誤
っ
て
い
る
場
合

に
は
、
そ
の
情
報
の
訂
正
を
請
求
す

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
 

�
取
消
し
の
請
求
 

　
自
分
の
情
報
が
収
集
の
制
限
に
違

反
し
て
収
集
さ
れ
た
と
き
は
、
そ
の

情
報
の
取
消
し
を
請
求
で
き
ま
す
。
 

�
中
止
の
請
求
 

　
自
分
の
情
報
が
収
集
の
目
的
以
外

の
こ
と
に
利
用
さ
れ
た
り
、
外
部
へ

提
供
さ
れ
た
り
し
よ
う
と
し
て
い
る

と
き
は
、
そ
の
こ
と
の
中
止
を
請
求

で
き
ま
す
。
 

 
 

ど
の
よ
う
な
手
続
き
が
必
要
な
の
で

す
か
？
 

 上
田
地
域
広
域
連
合
の
事
務
局
又
は

施
設
に
お
申
し
出
く
だ
さ
い
。
所
定

の
請
求
書
に
必
要
な
事
項
を
記
入
し

て
提
出
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。
 

 
 

公
開
は
ど
の
よ
う
に
行
わ
れ
る
の
で

す
か
？
 

 上
田
地
域
広
域
連
合
の
事
務
局
又
は

施
設
で
閲
覧
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

コ
ピ
ー
を
す
る
場
合
や
郵
送
を
希
望

す
る
場
合
は
、
実
費
を
い
た
だ
く
よ

う
に
な
り
ま
す
。
 

Q1A1

Q5A5Q6A6

Q2A2Q3A3Q4A4

情
報
公
開
制
度
と
は
？
 

情
報
公
開
制
度
と
は
？
 

個
人
情
報
保
護
制
度
と
は
？
 

個
人
情
報
保
護
制
度
と
は
？
 

情
報
公
開
・
個
人
情
報
保
護
審
査
会
と
は
？
 

情
報
公
開
・
個
人
情
報
保
護
審
査
会
と
は
？
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審
査
会
会
長
 

安
井
　
幸
次
（
上
田
市
）
 

長
野
大
学
教
授
 

委
員
 

有
賀
　
　
剛（
東
部
町
）
 

司
法
書
士
 

 委
員
 

清
水
　
安
代（
真
田
町
）
 

主
婦
 

委
員
 

武
井
　
美
央（
上
田
市
）
 

弁
護
士
 

非
公
開
又
は
不
開
示
の
決
定
に
不
満

が
あ
る
と
き
は
ど
う
し
た
ら
い
い
の

で
す
か
？
 

 公
開
す
る
か
ど
う
か
の
決
定
に
不
服

が
あ
る
方
は
、
不
服
申
立
書
を
提
出

し
て
い
た
だ
き
、
学
識
経
験
者
で
構

成
す
る
上
田
地
域
広
域
連
合
情
報
公

開
・
個
人
情
報
保
護
審
査
会
で
審
査

し
ま
す
。
そ
し
て
、
審
査
会
で
出
さ

れ
た
意
見
を
尊
重
し
て
、
公
開
又
は

開
示
す
る
か
ど
う
か
の
再
決
定
を
し

ま
す
。
 

（
会
長
・
職
務
代
理
者
以
下
は
５０
音
順
・
敬
称
略
） 

Q7A7

審
査
会
長
職
務
代
理
者
 

山
本
　
美
子（
丸
子
町
）
 

消
費
生
活
委
員
、
 

食
品
衛
生
懇
話
会
委
員
 

申請書が
必要な場合 情報を

公開する場合
必要事項を記入してい

ただきます。請求内容

を検討して、公開する

かしないかの決定通知

書を送ります。 

決定の内容に不服かあるときは、

不服申し立てをすることができ

ます。上田地域広域連合情報公

開・個人情報保護審査会の意見

を聞いて、不服申し立てに対す

る決定通知書を送ります。 

非公開・部分
公開の場合

上田地域広域連合の事

務局又は施設で情報の

公開をします。観覧は

無料。コピー代は実費

をいただきます。 

上田地域広域連合の事

務局又は施設にお申し

出ください。 

その情報を所有してい

る担当課へご案内し、

その場で情報を公開し

ます。 

申請書が
必要ない場合

学職経験のある者で構成さ

れる第三者機関です。請求

の対象となった情報が公開

されるべき情報かどうかを

客観的に判断します。 

上田地域広域連合情報公開・個人情報保護審査会とは？ 

情
報
公
開
・
個
人
情
報
保
護
審
査
会
委
員
 

情
報
公
開
・
個
人
情
報
保
護
審
査
会
委
員
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昭
和
の
大
合
併
が
行
わ

れ
て
か
ら
間
も
な
く
５０
年

に
な
ろ
う
と
し
て
い
ま
す
。

私
た
ち
の
生
活
圏
は
道
路
、

情
報
通
信
な
ど
の
発
達
に

よ
り
市
町
村
の
枠
を
意
識
し

な
く
な
っ
て
き
て
い
ま
す
。
ま
た
、

地
方
自
治
法
な
ど
の
法
律
制
度
な
ど
も
現
代
社
会

に
マ
ッ
チ
し
な
く
な
り
つ
つ
あ
る
の
か
も
し
れ
ま

せ
ん
。
 

　
し
か
し
、
昔
か
ら
の
人
と
人
と
の
営
み
、
隣
近

所
づ
き
あ
い
、
地
域
相
互
扶
助
体
制
・
仕
組
み
は
、

古
く
な
っ
た
と
は
い
い
ま
す
が
、
先
人
の
歴
史
観

の
中
か
ら
の
知
恵
に
は
、
ま
だ
ま
だ
目
を
見
張
る

も
の
も
数
多
く
、
現
代
社
会
へ
取
り
入
れ
る
こ
と

に
よ
っ
て
大
き
な
刺
激
や
支
え
に
な
る
こ
と
も
た

く
さ
ん
あ
り
ま
す
。
 

　
こ
れ
ら
現
在
の
情
勢
や
地
域
歴
史
の
こ
と
を
踏

ま
え
て
、
将
来
の
地
域
社
会
の
あ
り
方
に
つ
い
て

真
剣
に
考
え
る
時
期
に
き
て
い
る
の
で
は
な
い
で

し
ょ
う
か
。
市
町
村
合
併
に
つ
い
て
様
々
な
人
の

意
見
を
参
考
に
し
、
「
耳
に
ふ
た
を
せ
ず
」
地
道
に

語
り
合
う
こ
と
が
地
域
づ
く
り
に
役
立
つ
こ
と
と

思
い
ま
す
。
子
孫
の
た
め
、
今
、
語
り
合
う
こ
と

が
大
切
な
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
 

上
田
地
域
広
域
連
合
の
取
組
み

上
田
地
域
広
域
連
合
の
取
組
み
 

 　
上
田
地
域
広
域
連
合
で
は
、
地
方
分
権
時
代

に
対
応
で
き
る
人
材
育
成
や
市
町
村
合
併
な
ど

の
課
題
に
取
り
組
ん
で
い
く
た
め
「
地
方
分
権

研
究
会
」
を
立
ち
上
げ
研
究
を
し
て
い
ま
す
。

こ
の
研
究
会
を
「
人
づ
く
り
部
会
」
「
合
併
問

題
部
会
」
に
分
け
、
「
人
づ
く
り
部
会
」
に
お

い
て
は
関
係
市
町
村
と
の
研
究
の
結
果
、
職
員

の
資
質
向
上
・
市
町
村
間
の
交
流
を
目
的
と
し

た
職
員
相
互
派
遣
研
修
を
来
年
度
か
ら
実
施
す

る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
ま
た
「
合
併
問
題
部

会
」
に
お
い
て
は
、
財
政
・
施
設
・
住
民
サ
ー

ビ
ス
な
ど
様
々
な
点
か
ら
見
た
、
合
併
の
メ
リ

ッ
ト
・
デ
メ
リ
ッ
ト
な
ど
住
民
の
皆
さ
ん
へ
情

報
を
提
供
し
、
一
緒
に
考
え
て
い
け
る
よ
う
研

究
を
進
め
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。
 

　私たちは市町村合併により 

この地域を飛躍的に伸ばそう 

と取り組んでいます。あらためて地元一帯を「広域」

の視点から見つめてみると、そこには活力の源泉で

ある多彩な産業、四季を通じて若者が集まる各種ス

ポーツ施設、そして文化と歴史に溢れた豊かな観光

資源があり、その背骨ともなる新幹線、高速道が全

国の主要都市との間を結んでいます。 

　これらを総合して「力」を結集すれば明るく魅力

いっぱいの地域に成長できるものと確信します。そ

の場合、今後ともきめ細かい行政サービスが引き続

き受けられるかなどの懸念があげられていますが、

これらに対しては住民全体の工夫と仕組みづくりに

よってカバーすることは十分に可能でありますし、

国・県も支援策を打ち出しております。今こそ夢を

もちながら勇気をもって一歩ふみだすことが大切と

考えますがいかがでしょうか。 

　「平成の合併」は、「明治」 

「昭和」につづいて３回目です。 

　地方分権の推進、住民の日常生活権の拡大、少子・

高齢化、地方自治体の財政危機、などが今回の合併

推進の理由ですが、はたして市町村合併が、この課

題を解決する唯一の道でしょうか。上田地域広域連

合を立上げたのも、市町村合併以外の方法の一つで

した。 

　国と地方あわせて６６６兆円の借金は深刻な問題です

が、合併したからといって「少しの効率化」はすすむ

にしても、根本的な解決にはなりません。むしろ政

府の失政のツケを地方自治体に押しつけるものです。 

　地方分権の推進は、これまでの国と地方が上下・主

従の関係から対等・共同の関係に変える第一歩です。 

　国がすすめる市町村合併を唯一の道と考えないで、

私たち住民自身が「２１世紀のまちづくり」についてよ

く考え、行動することが大事な時ではないでしょうか。 

合併によって魅力いっぱいの 

地域づくりを 
「平成の市町村合併」を考える 

20万都市を目指す0268の会 

副会長　蓑輪　佳明 
（上田市） 

上田広域連合議会議員 

久保田　由夫 
（丸子町） 

なぜ、 今合併なので しょうか。 

なぜ、 今合併なので しょうか。 
地
方
分
権
時
代
到
来

地
方
分
権
時
代
到
来
 

 　
真
に
ゆ
と
り
と
豊
か
さ
を
実
感
で
き
る
社
会

づ
く
り
の
た
め
に
、
全
国
一
律
で
あ
る
よ
り
、

地
域
の
実
情
や
ニ
ー
ズ
に
即
し
た
行
政
が
求
め

ら
れ
て
い
ま
す
。
そ
こ
で
、
国
と
地
方
の
役
割

分
担
を
見
直
し
、
住
民
に
身
近
な
行
政
は
、
住

民
に
身
近
な
地
方
公
共
団
体
で
あ
る
市
町
村
で

担
う
こ
と
が
望
ま
れ
て
い
ま
す
。
 

　
平
成
１２
年
４
月
か
ら
施
行
さ
れ
た
地
方
分
権

一
括
法
に
よ
り
、
地
方
分
権
も
い
よ
い
よ
実
行

の
段
階
に
入
っ
て
き
ま
し
た
。
市
町
村
は
、
こ

れ
か
ら
地
方
分
権
時
代
を
迎
え
る
に
当
た
り
、

自
ら
の
判
断
と
責
任
に
よ
っ
て
地
域
経
営
を
行

う
に
ふ
さ
わ
し
い
行
財
政
能
力
が
求
め
ら
れ
る

こ
と
に
な
り
ま
す
。
 

ま　ち 

ま　ち  
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平
成
12
年
度
上
田
地
域
広
域
連
合
一

般
会
計
・
特
別
会
計
の
歳
入
歳
出
決
算

書
、
歳
入
歳
出
決
算
事
項
別
明
細
書
、

実
質
収
支
に
関
す
る
調
書
及
び
財
産
に

関
す
る
調
書
並
び
に
基
金
運
用
状
況
調

書
に
つ
い
て
、
財
務
に
関
す
る
事
務
の

執
行
が
法
令
に
適
合
し
、
適
正
か
つ
効

率
的
に
行
わ
れ
た
か
、
計
数
は
正
確
で

あ
っ
た
か
等
に
留
意
し
、
関
係
諸
帳
簿
、

証
書
類
を
照
合
し
、
予
算
並
び
に
事
務

の
執
行
状
況
等
の
適
否
に
つ
い
て
審
査

し
た
。
 

　
こ
の
結
果
、
各
会
計
に
お
い
て
歳
入

歳
出
決
算
及
び
証
書
類
、
そ
の
他
政
令

で
定
め
る
書
類
並
び
に
各
基
金
の
運
用

状
況
を
示
す
書
類
は
、
い
ず
れ
も
関
係

法
令
に
準
拠
し
て
作
成
さ
れ
て
お
り
、

そ
の
計
数
は
関
係
諸
帳
簿
と
符
合
し
て

お
り
誤
り
の
な
い
も
の
と
認
め
ら
れ
た
。
 

　
予
算
執
行
状
況
に
つ
い
て
は
、
一
般

会
計
・
特
別
会
計
に
お
い
て
歳
入
総
額

５
３
億
２
１
２
９
万
２
２
３
２
円
、
歳

出
総
額
４
９
億
９
５
６
１
万
３
４
４
２

円
、
歳
入
歳
出
差
引
残
額
３
億
２
５
６

７
万
８
７
９
０
円
と
な
っ
て
お
り
、
お

お
む
ね
適
正
に
行
わ
れ
た
も
の
と
認
め

ら
れ
た
。
 

　
ま
た
、
基
金
に
お
け
る
残
高
等
計
数

は
、
関
係
証
書
と
符
合
し
て
い
る
と
認

め
ら
れ
た
。
 

　
「
上
田
地
域
広
域
連
合
広
域
計
画
」

に
基
づ
く
諸
施
策
に
つ
い
て
は
、
多
様

化
し
た
広
域
行
政
需
要
に
対
応
す
る
た

め
の
調
査
研
究
事
務
等
具
体
的
な
事
務
、

事
業
に
積
極
的
に
取
組
み
、
そ
の
役
割

は
果
た
さ
れ
て
き
て
い
る
も
の
の
、
今

後
、
更
に
、
厳
し
い
状
況
が
予
測
さ
れ

る
こ
と
を
踏
ま
え
、
景
気
動
向
及
び
地

方
財
政
を
十
分
認
識
し
、
事
務
事
業
の

執
行
に
当
た
っ
て
は
厳
格
な
事
務
執
行

に
努
め
ら
れ
る
と
と
も
に
一
層
の
経
費

の
節
減
、
処
理
手
続
き
の
簡
素
化
・
合

理
化
に
努
め
、
効
率
的
な
行
財
政
運
営

に
配
慮
さ
れ
た
い
。
 

 
 

　
付
帯
意
見
 

 　
審
査
実
施
期
間
中
に
お
い
て
、「
株

式
会
社
マ
イ
カ
ル
」
が
、
民
事
再
生
法

の
法
的
整
理
に
入
っ
た
こ
と
に
よ
り
、「
ふ

る
さ
と
市
町
村
圏
基
金
」
の
一
部
を
、

法
令
等
に
は
違
反
し
な
い
も
の
の
、
同

社
の
社
債
を
購
入
し
て
運
用
し
て
い
た

こ
と
に
よ
り
、
基
金
に
欠
損
が
生
じ
る

こ
と
が
確
実
視
さ
れ
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
 

　
こ
の
よ
う
な
事
態
に
至
っ
た
こ
と
は

誠
に
残
念
で
あ
り
ま
す
。
 

　
今
後
は
、
本
事
態
の
解
明
を
進
め
る

と
と
も
に
、
事
務
処
理
に
お
け
る
基
金

の
安
全
確
実
な
運
用
、
再
発
防
止
対
策

の
確
立
に
つ
い
て
改
善
を
要
す
る
も
の

で
あ
る
。
 

 
 

　
監
査
委
員
　
　
　
　
五
十
嵐
　
和
人
 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
茅
　
野
　
光
昭
 

■一般会計 
・図書館情報ネットワ－ク費 〈58，070，677円〉 
 
■特別会計 
・ふるさと特別会計 
 上小さわやかスポ－ツ祭委託料 〈2，120，000円〉 
・消防特別会計 
 川西消防署高規格救急自動車購入 〈28, 245,000円〉 
 （以下2事業：平成11年度繰越明許事業） 

 消防緊急通信指令施設整備事業 〈224，700，000円〉 
 上田中央消防署救助工作車購入 〈79, 779,000円〉 

・勤労者福祉センタ－特別会計 
 外装改修工事 〈13，188，000円〉 
・創造館特別会計 
 創造館管理委託料 〈81，186，000円〉 
・介護保険特別会計 
 要介護認定調査業務委託 〈16，440，480円〉 
・清浄園特別会計 
 乾燥焼却設備整備修繕費 〈9，166，000円〉 
・クリ－ンセンタ－特別会計 
 焼却施設運転管理委託（3施設） 〈120，556，800円〉 
・斎場特別会計 
 電動式送棺車（大星斎場） 〈2，189，500円〉 

主な支出 

審
査
意
見
 

消防緊急通信指令施設 

7

消防 
（41.5％） 
20億7,426万円 

ふるさと市町村圏（0.4％）2,081万円 

斎場（2.9％）1億4,275万円 

勤労者福祉センター（0.4％）1,900万円 

サービス収入（5.2％）2億7,861万円 

使用料・手数料（5.5％）2億7,861万円 

諸収入（2.4％） 
1億2,767万円 

繰越金（4.4％）2億3,651万円 

地方債（4.9％） 
2億6,080万円 

創造館（2.2％）1億1,062万円 

介護保険（3.4％）1億7,175万円 陽寿荘（3.8％）1億9,010万円 

徳寿荘（5.4％）2億7,021万円 

清浄園 
（16.8％） 

8億4,172万円 

分担金・負担金（75.4％） 
40億1,348万円 

クリーンセンター     
（18.6％） 
9億2,760万円 

　歳 出 
49億9,561 
万円 

　歳 入 
53億2,129
万円 

一般会計（4.5％）2億2,675万円 

特別会計（95.5％）47億6,668万円 

国庫支出金（1.3％）7,020万円 
県支出金（0.4％）2,161万円 
財産収入（0.4％）2,190万円 
繰入金（0.0％）39万円 



　清浄園でし尿を処理をする際、発生
する焼却灰を肥料「サラ・さらさ」（農
林水産省に登録）として多くの住民の
方にご利用いただいています。実のな
る野菜や果実、植木などに適してい
ます。名前のとおり「さらさら」で非
常に扱いやすい肥料で、重金属類や
ダイオキシン類の心配はありません。 

　消火器の操作・消火方法は比較的簡単ですが、火事

の場合は慌ててしまって消火できなかった例も少なく

ありません。皆さんのご家庭に置いてある消火器につ

いて、日常から使用方法を確かめて、次の3つの操作

方法を消火訓練などで実際に操作しておくと、イザと

いうとき慌てずに消化できるようになります。 
  

　1　安全ピン（栓）を上に引き抜く。 
　2　ホ－スを火元に向ける。 
　3　レバ－を強く握る。 

8・9日●上田市マルチメディア情報センタ－ 

12月下旬～2月下旬●鹿教湯温泉 

 

 

1日●町内コ－ス 

1日●町内コ－ス 

7日●信濃国分寺 

12日●市民の森スケ－ト場 

14日・15日●古町豊受大神宮 

13日・14日●豊受皇大神宮 

14日・15日●横町伊勢宮 

21日～27日●菅平高原 

St.Media Xmas2001　……… 

幻想（ときめき）冬紀行　………… 

（氷灯篭の展示） 

 

元旦マラソン・ウォ－キング      …… 

元旦マラソン　　 ………………… 

八日堂縁日　……………………… 

市民の森スケ－ト場祭　  ………… 

おたや祭　………………………… 

おたや祭　………………………… 

おたや祭り　……………………… 

長野県スキ－大会週間　………… 
節分会      …………………… 

全国中学校スキ－大会      …… 

わら馬ひき    ……………… 

 

湯の丸スキ－大会（予定） ……… 

上田漫画大学　 …………… 

3日●北向観音 

5日～8日●菅平高原 

8日●戸沢地区他 

 

3日●湯の丸スキ－場 

3月中～下旬●上田市マルチメディア 
　　　　　　  情報センタ－ 

 上田市役所……22－4100 
 丸子町役場……42－3100 
 長門町役場……68－3111 
 東部町役場……62－1111 
 真田町役場……72－2200

●肥料成分　全窒素0.5％未満、りん酸21％程度、カリウム1％程度 
●内 容 量　18� 
●代　　金　一袋当たり50円（袋代として） 
●問 合 せ　上田地域広域連合　清浄園　電話22ー2339まで 

し尿処理施設 

＊この広報紙は自然保護のため再生紙を使用しています。 

●消火のポイントは、火元に確実に放射 

　することが重要です！ 

おたや祭花火大会　……14日●古町豊受大神宮 

 武石村役場……85－2311 
 和田村役場……88－2345 
 青木村役場……49－0111 
 坂城町役場……82－3111

●ここに掲載した催し物などはほんの一部です。詳しくは、市町村広報紙 

　をご覧になるか、下記までお問い合わせ下さい。 

■問い合わせ先問い合わせ先（市外局番はすべて0268） 

January

February

March

December

月 

月 

月 

湯の丸スキ－場 

菅平高原スキ－場 
ブランシュたかやまスキ－場 
エコ－バレ－スキ－場　 
番所ヶ原スキ－場　 
和田峠国設スキ－場　 

 23日（予定）… 

　8日………… 
　8日………… 
　1日…………　 
 26日…………　 
 未 定…………　 

花火大会 花火大会 

スキ－場開き スキ－場開き 

おたや祭（長門町） 節分会（上田市） 

氷灯篭（丸子町） 

…上田市　　…丸子町　　…長門町　　…東部町　　…真田町 

…武石村　　…和田村　　…青木村　　…坂城町 

凡
例
 

上 丸 長 東 真 

武 和 青 坂 
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東 

丸 坂 

上 
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真 
上 

真 

真 

東 
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長 

東 

真 
長 
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武 

和 
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